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◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
平
成
二
十
五
年
も
あ
と
わ
ず 

か
と
な
り
ま
し
た
。 

先
程
、
本
年
最
後
の
祭
典
で
あ

る
除
夜
祭
（
じ
ょ
や
さ
い
）
と
大
晦
日
（
お
お
つ
ご
も

り
）
の
大
祓
式
を
滞
り
な
く
執
行
し
ま
し
た
。 

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
宮
司
プ
レ
ス
の
十
二
月
号
が
、
発
行
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
相
変
わ
ら
ず
の
泥
沼

（
ど
ろ
ぬ
ま
）
で
あ
り
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
の
発
行

が
、
月
末
に
ず
れ
込
む
と
い
う
、
悪
し
き
ル
ー
テ
ィ
ン

（
決
ま
り
き
っ
た
手
順
）
が
、
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

あ
と
数
時
間
で
行
く
年
か
ら
来
る
年
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

来
年
こ
そ
は
、
こ
の
泥
沼
か
ら
脱
出
し
な

け
れ
ば
と
、
猛
省
を
し
つ
つ
の
編
集
発
行
で
す
。 

◇
み
な
さ
ん
は
、
「
数
え
年
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
。

誕
生
日
が
来
て
い
な
い
と
、
満
年
齢
よ
り
二
つ
も
多
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
御
婦
人
方
に
は
、
実
に
腹

立
た
し
く
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

神
様
に

申
し
上
げ
る
私
ど
も
の
年
齢
は
、
「
数
え
年
」
な
の
で

す
。 

生
年
月
日
か
ら
、
早
見
表
を
駆
使
し
て
算
出
し

ま
す
。 

誕
生
日
が
来
て
い
な
い
と
、
満
年
齢
に
二
つ 

プ
ラ
ス
し
ま
す
し
、
す
で
に
誕
生
日
が
来
て
い
て
も
、

ひ
と
つ
プ
ラ
ス
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

満
年
齢

と
数
え
年
が
、
一
致
す
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

戦 

     

前
ま
で
は
、
数
え
年
が
主
流
で
し
た
が
、
戦
後
、
ア
メ

リ
カ
文
化
の
影
響
に
よ
り
、
満
年
齢
が
、
は
ば
を
き
か

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

忠
臣
蔵
の

大
石
内
蔵
助
（
お
お
い
し 

く
ら
の
す
け
）
の
長
男
で

あ
っ
た
大
石
主
税
（
お
お
い
し 

ち
か
ら
）
も
、
父
親

と
同
じ
く
切
腹
を
申
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
数
え
年

十
三
歳
、
元
服
前
で
あ
り
ま
し
た
。 

満
年
齢
で
十
一

歳
か
十
二
歳
、
小
学
校
五
、
六
年
生
で
あ
っ
た
の
で
す

ね
。 

天
晴
（
あ
っ
ぱ
）
れ
な
の
で
あ
り
ま
す
ね
。 

モ

ラ
ト
リ
ア
ム
と
い
う
言
葉
、
ご
存
じ
で
す
か
。 

経
済

用
語
で
、
借
り
た
お
金
を
返
す
期
限
を
延
長
し
、
猶
予

（
ゆ
う
よ
）
す
る
期
間
の
こ
と
で
す
が
、
心
理
学
で
は
、

大
人
に
な
る
ま
で
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
こ
と
で
す
。 

豊
か
な
社
会
で
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
長
い
の
で
す
が
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
間

も
な
く
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
喪
失
（
そ
う
し
つ
）
さ

れ
た
、
失
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
、
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
が
喪
失
さ
れ
た
時
代
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
今

の
繁
栄
平
和
が
あ
る
こ
と
に
思
い
を
深
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
ね
。 

話
が
、
脱
線
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

◇
実
は
、
日
本
人
に
は
、
数
字
の
ゼ
ロ
と
い
う
観
念
が

な
か
っ
た
そ
う
で
し
て
、
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な

く
、
一
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
す
ね
。 

で
す
か
ら
、
生

ま
れ
た
年
も
、
新
し
い
年
も
含
め
て
数
え
る
の
で
、
満

年
齢
と
絶
対
一
致
し
な
い
の
で
す
。 

ゼ
ロ
と
い
う
数

字
の
感
覚
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
イ
ン
ド
人
だ
そ
う
で

す
。 

コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
の
最
新
技
術
者
も
イ
ン
ド
人
の

方
が
多
い
そ
う
で
、
こ
れ
も
、
ゼ
ロ
の
数
字
の
感
覚
を

持
つ
特
性
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
れ
で
は
、
ゼ
ロ
の
数
字
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
人
の

特
性
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。 

◇
私
は
、
そ
れ
こ
そ
、
神
社
神
道
が
大
切
に
し
て
い
る

清
浄
、
「
清
（
き
よ
）
め
祓
（
は
ら
）
い
」
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

神
社
神
道
で
は
、
特
に
、
「
外

清
浄
（
げ
し
ょ
う
じ
ょ
う
）
」
と
「
内
清
浄
（
な
い
し

ょ
う
じ
ょ
う
）」
を
大
切
に
し
ま
す
。 

「
外
清
浄
」

と
は
、
過
去
と
現
在
、
今
を
清
め
る
の
で
す
ね
。 

お

手
水
（
て
み
ず
）
を
し
て
参
拝
し
ま
す
よ
ね
。 

神
事

に
は
、
必
ず
お
祓
い
を
受
け
ま
す
よ
ね
。 

こ
れ
が
、

「
外
清
浄
」
で
す
。 

そ
し
て
、
お
祈
り
を
す
る
、
こ

れ
が
、
「
内
清
浄
」
で
、
未
来
を
清
め
る
の
で
す
ね
。

私
は
、
つ
ま
り
、
誕
生
日
が
来
て
い
な
い
満
年
齢
が
過

去
で
あ
り
、
誕
生
日
を
迎
え
た
満
年
齢
が
現
在
、
「
外

清
浄
」
で
、
ひ
と
つ
多
く
な
っ
て
い
る
数
え
年
が
、
未

来
、「
内
清
浄
」
だ
と
考
え
る
の
で
す
。 

で
す
か
ら
、

数
え
年
に
は
、
神
社
神
道
で
最
も
大
切
な
「
外
清
浄
内

清
浄
」
が
、
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。 

御
婦
人

方
に
と
り
ま
し
て
は
、
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、
抗
加
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齢
（
う
か
れ
い
）
」
の
流
れ
に
相
反
す
る
こ
と
で
す
か

ら
、
承
服
出
来
か
ね
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
思
い
が
、
数
え
年
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

◇
さ
て
、
あ
と
数
時
間
で
新
し
い
年
に
な
り
ま
す
。 

午
前
０
時
の
初
太
鼓
に
て
新
年
の
幕
開
け
で
あ
り
ま

す
。 

さ
ら
に
、
午
前
一
時
に
、
田
の
首
八
幡
宮
、
福

浦
金
刀
比
羅
宮
と
歳
旦
祭
を
奉
仕
し
ま
す
。 

そ
し
て
、

午
前
六
時
半
に
貴
布
禰
神
社
、
八
時
半
に
本
宮
の
歳
旦

祭
と
奉
仕
を
し
ま
す
。 

 

◇
天
皇
陛
下
は
、
元
日
の
午
前
五
時
半
か
ら
、
最
も
重

要
な
お
祭
り
の
一
つ
で
あ
り
、
天
皇
お
一
人
で
し
か
で

き
な
い
「
四
方
拝
（
し
ほ
う
は
い
）」
を
御
奉
仕
に
な

ら
れ
ま
す
。 

平
安
時
代
の
初
期
か
ら
始
め
ら
れ
た
千

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
幸
福

を
祈
ら
れ
ま
す
。 

世
界
に
は
二
十
以
上
の
君
主
国
が

存
在
し
ま
す
が
、
常
に
国
民
の
幸
福
と
国
家
の
安
泰
を

祈
り
続
け
ら
れ
る
君
主
な
ど
他
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。  

こ
れ
か
ら
も
、
万
世
一
系
の
天
皇
陛
下
を
仰
ぐ
日
本
人

と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
に
一
意
専
心
、
微
力
な
が
ら
、

御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
み
ち
び
き
く

だ
さ
い
。 

来
年
の
九
月
に
は
、
こ
の
「
宮
司
プ
レ
ス
」

も
百
号
に
な
り
ま
す
。 

あ
せ
ら
ず
、
着
実
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

御
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
一
日 

 
 
 

 

 
 
 

 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

 
▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
十
五
日 

 

▼
天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 
 

 
 
 
 

 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
奉
納
例
会
参
拝 

 
 

＊
十
二
月
二
十
五
日 

 

▼
除
夜
祭
、
大
祓
式 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
十
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
忘
年
会 

＊
十
二
月
七
日 

 
 

◇
維
蘇
志
新
年
境
内
駐
車
場
ラ
イ
ン
引
奉
仕
作
業 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
講
演
講
師
養
成
研
修
会 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◇
神
職
身
分
詮
衡
委
員
会
、
臨
時
役
員
会 

 
 
 

＊
十
二
月
十
九
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

＊
十
二
月
四
日
、
十
一
日 

 

◇
夜
間
例
会 

＊
十
二
月
十
八
日 

 

◇
奉
納
例
会 

 

＊
十
二
月
二
十
五
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
彦
島
中
学
校
「
地
域
学
習
」
講
演 

 
 
 

＊
十
二
月
十
三
日 

 

▼
迫
町
自
治
会
関
係 

 
 

◇
下
関
三
井
化
学
忘
年
会 

＊
十
二
月
五
日 

 
 

◇
彦
島
製
錬
忘
年
会 

＊
十
二
月
十
三
日 

 
 

◇
迫
町
自
治
会
忘
年
会 

＊
十
二
月
十
六
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
人
権
相
談 

＊
十
二
月
四
日 

 
 

◇
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
役
員
会 

＊
十
二
月
十
一
日 

 

◇
西
中
国
信
用
金
庫
経
友
会
西
山
支
部
忘
年
会 

 
 
 

＊
十
二
月
十
二
日 


